「子ども科学図書館・こども科学館基本構想検討委員会」について
現在、高知市には、潮江市民図書館の２階に「高知市子ども科学図書館」がありますが、手狭なうえ、老朽化しており、施設の整備・充実が課題で移転を考えています。
一方、高知県では、科学館が設置されておらず、民間ベースで「高知に科学館をつくる会」が発足され、関係者から県に整備に向けた要望書をいただいているところです。
また、全国のほとんどの県に科学館が設置され、プラネタリウムが設置されていないのは高知県だけという状況の中で、子どもたちが科学の不思議や楽しさに接する機会が少ないなど、県としてもこのことを懸案事項と捉えてきました。
　このたび、県・高知市では連携して新しい図書館を整備するための基本構想の検討を始めており、併せて付加機能の一つとして、高知市が移転を考えている「子ども科学図書館」と県の考える「こども科学館」とを融合して「新しい施設」を整備したいと考えています。
　本検討委員会では、有識者や学識経験者など１２名の方々に委員になっていただき、子どもたちの科学的な見方や考え方を養うための「新しい施設」の基本構想をまとめていただくこととしています
第1回の検討内容は、以下の通りです。

　
○子ども科学図書館・こども科学館の役割、機能の検討


・子ども科学図書館の充実について


・目指すこども科学館像について








